
－ 理科教育 授業案41 － 

〈単元指導計画〉 

第 4 学年 

単元名『金属，水，空気と温度』 

（全30時間） 

時 主な学習活動 
理科授業構想表との関連 

児童の気付きを促す教師の働き掛けの例 

◆ 第１次 空気の体積と温度 

１ 
空気は温度を変えると体積が変わるのか

を考えよう 

 

 

 

 

２ 
空気は温度を変えると体積が変わるのか

を調べよう 

３ 
空気の温度が変わったときの体積変化

についてまとめよう 

◆ 第２次 水の体積と温度 

４ 
 水は温度を変えると体積が変わるのか  

を考え，調べよう 
 

 
５ 

 水の温度が変わったときの体積変化につ

いてまとめよう 

◆第３次 金属の体積と温度 

６ 
 金属は温度を変えると体積が変わるのかを

考え，調べよう 

 

 

 ７ 
 金属の温度が変わったときの体積変化に

ついてまとめよう 

８ 
温度による金属，水，空気の体積変化につ

いてまとめよう 

 

 

《目指す児童の姿》①②③ 

《教師の働き掛け》イ，オ，キ，ク，コ

 

本時における教師の働き掛けの例 

 

  

 

 

 

 

なぜ，風船が膨らんだのだろう。

ペットボトル 

《目指す児童の姿》②③⑥ 

《教師の働き掛け》オ，ク，セ 

 

本時における教師の働き掛けの例 

 

 

水 

空気と違って，水

は温めても体積は

変わらないのでは

ないか。 

膨らんでいないように見える。 

少しは膨らん

でいるのでは

ないか。 

風船 

ペットボトル 

第1次～第3次（第4次～第8次は，授業案52ページに記載） 

風船 ドライヤー 



－ 理科教育 授業案42 － 

第４学年   

「空気は温度を変えると体積が変わるのかを考えよう」 
                                   １/30時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

閉じ込めた空気の温度を変える演示実験を見

て，空気の温度変化と体積変化の関係について自

分の考えを持つ。 

空気の温度変化と体積変化の関係に疑問を持

ち，「空気は，温められたり冷やされたりすると

体積がどのように変わるのだろうか」という問題

を見いだして，根拠や理由を示しながら自分の予

想を説明できる。      （構想表①②③） 

準備物 

□風船を付けたペットボトル □ドライヤー □水槽 □氷水 □布巾 

本時の学習活動 
◎ 児童の気付きを促す教師の働き掛け  

※ 指導上の留意点     

０分Ⅰ 下図のようなペットボトル内の空気を

温める演示実験を見る。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

５分Ⅱ 風船の様子が変化した理由をノートに

書き，伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12分Ⅲ 右図のようなペットボトルを下や横向

きにして温める演示実験を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

? ? 

なぜ，風船が膨らんだのだろう。 

どちらだろう？ 

空気が上に動いたので

あれば，下や横向きに

した風船は膨らまない

はずだ。 

空気が 膨ら んだの で

あれば，下や横向きに

した風 船も 膨らむ は

ずだ。 

  

◎ 風船が膨らんだ要因について疑問を持た

せるために，演示実験Ａを行い，ペットボ

トル内の空気を温めたときに風船が膨らむ

様子を見せる。      （構想表イ） 

◎ 空気の温度変化についての自分の考えを

持たせるために，ペットボトル内の空気を

温めたときに，風船が膨らんだ要因を考え

させる発問を行う。    （構想表キ） 

  

どちらだろう？ 

演示実験Ａ 

〈授業案〉 

発問 ペットボトル内の空気を温めたとき，風船が膨らんだのはなぜでしょう。 

発問 ペットボトルを下や横向きにしてドライヤーで温めると，風船はどうなるでしょう。

温められた空気が上

に動いたから。 

温められた空気が膨

らんだから。 

風船 ドライヤー 



－ 理科教育 授業案43 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「空気が膨らむ」ことを，既習の「体積」と
いう言葉を使って表現させる。（「空気が膨ら
む」＝「空気の体積が大きくなる」） 

 

22分Ⅳ 空気の温度を変化させた場合の体積変

化について，問題を見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 風船が少しだけペットボトルの中に吸い込

まれていることに気付かせたい。 

 

27分Ⅴ 問題についての予想をノートに書き，伝

え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43分Ⅵ 本時の学習を振り返り，次時の学習に見

45分 通しを持つ。 

※ 次時は，正確に調べる方法を考えて実験を行

うことを確認する。 

空気を温めると膨らむようだ。 

  空気は，温められたり冷やされたりすると，体積がどのように変わるのだろうか。 
問題 

発問 ペットボトルを氷水に入れて空気を冷やすと，風船はどうなるでしょう。 

演示実験Ｂ 

空気は，温めら

れたとき，体積

が大きくなる。 

なぜなら，ドラ

イヤーで温めた

とき風船が大き

くなったから。 

空気は，冷やさ

れたとき，体積

が変わらない。 

なぜなら，氷水

で冷やしても風

船の大きさが変

わらないように

見えたから。 

空気は，冷やさ

れたとき，体積

が小さくなる。 

なぜなら，氷水

で冷やしたら風

船が少ししぼん

だように見えた

から。 

空気を温めると体積が大きくなるようだ。 

空気の体積が小さくなって，風船がペットボトル

の中に吸い込まれる。 

◎ 根拠や理由のある予想を発想させるため

に，演示実験を通して気付いたことや，既

習の内容，生活経験などを基に考えさせる

指示を行う。       （構想表ク） 

風船が少し吸い込まれ

たように見える。 
風船の変化は，はっき

り分からない。 

◎ 予想とその根拠や理由を明確に表現させ

るために，空気が温められた場合と冷やさ

れた場合の話型を示す。  （構想表コ） 

 【話型】 

  

  

◎ 「空気を温めると体積が大きくなるよう

だ」という考えを持たせるために，演示実

験Ｂを行い，下や横向きでも風船が膨らむ

様子を見せる。      （構想表オ） 

◎ 「空気を冷やすと体積が変化するのか，

はっきり分からない」という考えを持たせ

るために，演示実験Ｃを行い，ペットボト

ル内の空気を冷やしたときの風船の様子を

見せる。           （構想表オ） 

演示実験Ｃ 

(指示)  実験の様子やこれまでに学んだこと，経験したことを思い出して，問題の予想と，

なぜそう思ったのかをノートに書きましょう。 

★本時で目指す児童の姿に迫る活動 



－ 理科教育 授業案44 － 

第４学年   

「空気は温度を変えると体積が変わるのかを調べよう」 
                                   ２/30時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

空気の温度を変化させたときの体積変化につ

いて調べ，結果を分かりやすく記録する。 

空気を温めたり冷やしたりしたときの体積変

化について，ゼリーの位置が変化したことを基に

して説明できる。       （構想表④⑥） 

準備物 

□試験管 □ゴム栓付きガラス管（50cm） □湯（70～80℃） □湯（30～40℃） □氷水（０～４℃）  

□塩をかけた氷（－５～－10℃） □発泡ポリスチレンのカップ □ゼリー □ゴム手袋 □油性ペン □定規 

本時の学習活動 
◎ 児童の気付きを促す教師の働き掛け  

※ 指導上の留意点     

０分Ⅰ 前時に設定した問題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３分Ⅱ 問題について調べることができる 

実験器具について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 左図のように，ゴム栓付きガラス管の中に５

～10㎜程度のゼリーの層をつくり，試験管に取

り付けることで，空気の体積変化が分かること

を，実物を見せながら理解させる。 

 

※ ガラス管に水を 1 滴入れる方法もある。 

８分Ⅲ ガラス管を使って体積変化を調べる方

法のよさについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児童から意見が出ない場合は，風船付きペッ

トボトルを氷水に入れて冷やしたとき，空気の

体積の変化が分かりづらかったことを思い出

させる。 

ガラス管は細いから，

風船付きペットボトル

より，変化がはっきり

分かる。 

ゼリー 

発問 風船を使って体積の変化を調べたときに比べて，ガラス管を使うことのよさは，ど

のようなことだと思いますか。 

  空気は，温められたり冷やされたりすると，体積がどのように変わるのだろうか。
問題 

(説明)  ゼリーが上に動くと，空気の体積が大きくなったことが分かります。 

     ゼリーが下に動くと，空気の体積が小さくなったことが分かります。 

  

  

◎ 実験の目的を明確にして見通しを持たせる

ために，ガラス管を使って空気の体積変化を

調べる意義を考えさせる発問を行う。 

（構想表シ） 

〈授業案〉 



－ 理科教育 授業案45 － 

 

13分Ⅳ 問題について調べる方法を確認し，実験

を行って，結果を表に記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表と記入例】（ノートに貼れるサイズのワークシート） 

 

（ １ ）班 

カップ内の 

温度 

湯 

約75℃ 

湯 

約35℃ 

氷水 

約2℃ 

塩をかけた氷 

約－7℃ 

ゼリーの 

いちの変化 

(上)に 

(３０)cm 

(上)に 

(１２)cm 

(下)に 

(１３)cm 

(下)に 

(２４)cm 

 

※ 温度を 4 段階にして調べることで，温度変化

による体積変化を，より詳しく調べることがで

きる。 

 

※ 氷に塩をかけると，氷水より更に冷たくなる

ことを伝える。 

 

※ 最初のゼリーの位置に油性ペンで印を付け

て，移動距離を定規で測ることを伝える。 

 

※ 安全のため，湯を扱う児童にゴム手袋を着用

させる。 

 

※ 実験時間短縮のために，温める場合と冷やす

場合に分けて，2 本の試験管を準備する。 

 

 

 

 

 

 

 

35分Ⅴ 調べた結果を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 全グループの実験結果を大きな表にまとめ

て示し，児童が実験結果の共通点や傾向をつか

むことができるようにする。 

43分Ⅵ 本時の学習を振り返り，次時の学習に見 

通しを持つ。 

45分  

※ 次時は，実験結果を基に考察をまとめること

を伝える。 

空気を35℃のお湯で

温めたら，ゼリーが

12cm上に動いた。 

(指示)  実験結果について，表を見ながら伝え合いましょう。 

◎ 実験結果を的確に捉えさせ，考えやすくさ

せるために，ノートに貼れるサイズの表を配

布して記録させる。     （構想表セ） 

空気を２℃の氷水で冷

やし た ら ，ゼ リ ー が

13cm下に動いた。 

空気を75℃のお湯で

温めたら，ゼリーが

30cm上に動いた。 

空気を－７℃の 氷で

冷やしたら，ゼリーが

24cm下に動いた。 

  

★本時で目指す児童の姿に迫る活動 

空気は温められると，体積が大きくなり，冷やさ

れると，体積が小さくなるようだ。 

湯 湯 氷水 塩を 

かけた氷 

定規 
ゼリー（印）



－ 理科教育 授業案 46 － 

第４学年   

「空気の温度が変わったときの体積変化についてまとめよう」 

                                   ３/30時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

実験結果を基に考察をまとめ，空気は温度が高

くなるほど体積が大きくなり，温度が低くなるほ

ど体積が小さくなることを見いだし，理解する。 

 空気は温度が高くなるほど体積が大きくなり，

温度が低くなるほど体積が小さくなることを見

いだし，実験結果を根拠や理由として説明でき

る。             （構想表⑦⑧） 

準備物 

□へこんだピンポン球 □湯（70～80℃） □水槽 

本時の学習活動 
◎ 児童の気付きを促す教師の働き掛け  

※ 指導上の留意点     

０分Ⅰ 前時に調べた問題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３分Ⅱ 問題について，実験結果を基にして考

察をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

空気は，温度が高いほ

ど体積が大きくなる。

空気をお湯で温めた

らゼリーは上に動い

た。温度が高い方が大

きく動いた。 

空気を氷水で冷やし

たらゼリーは下に動

いた。温度が低い方

が大きく動いた。 

空気は，温度が低いほ

ど体積が小さくなる。

  

(指示)  実験の結果を理由にして，問題について考えたことをノートに書きましょう。 

  空気は，温められたり冷やされたりすると，体積がどのように変わるのだろうか。 
問題 

(指示)  ノートに書いた自分の考えを友達に伝え，話し合いましょう。 

◎ 妥当性の高い考えを持たせるために，空気

の温度変化と体積変化の関係について，自分

の考えを伝えさせ，話合いをさせる。  

（構想表タ） 

  

★本時で目指す児童の姿に迫る活動 

〈授業案〉 



－ 理科教育 授業案47 － 

 

25分Ⅲ 空気の温度変化と体積変化の関係につ

いて，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30分Ⅳ へこんだピンポン球を元の形に戻す方

法を考え，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 考えが出ないときは，「空気は，温められる

ほど，体積が大きくなる」という性質を基に考

えるよう助言する。 

 

38分Ⅴ ピンポン球を元の形に戻す方法を試

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児童が，やけどをしないように注意する。 

 

 

 

 

 

 

※ 自分たちが見いだした空気の性質が利用で

きたことを実感させる。 

 

※ ピンポン球はある程度の固さがあるので強

い力を加えなければへこまないが，柔らかい袋

などは，冷えると空気の体積が小さくなり，縮

むことを伝える。 

43分Ⅵ 本時の学習を振り返る。 

 

45分  

 

ピンポン球の中の空気が温められて体積が大き

くなったので，元の形に戻った。 

発問 へこんだピンポン球を元の形に戻すには，どのようにすればよいでしょう。 

ピンポン球の中の空気を温めると，体積が大きく

なり，元の形に戻るのではないか。 

中の空気を温めるには，ピンポン球をお湯に入れ

ればよいのではないか。 

へこんだ 

ピンポン球 

湯(70～80℃) 

冷やしたら，またへこむのだろうか。 

演示実験 

空気は，温められるほど，体積が大きくなる。 

空気は，冷やされるほど，体積が小さくなる。 

まとめ 

  

◎ 空気の体積と温度の関係が実際の生活で役

立つことに気付かせるために，へこんだピン

ポン球を元の形に戻す方法を考えさせ，演示

実験を行う。        （構想表ツ） 

(指示)  ピンポン球が元の形に戻ったのはなぜかを説明しましょう。   

(指示)  これまでの学習を思い出して，元の形に戻す方法を考えましょう。   



－ 理科教育 授業案48 － 

第４学年   

「水は温度を変えると体積が変わるのかを考え，調べよう」 
                                   ４/30時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

水の温度を変化させたときの体積変化につい

て自分の考えを持ち，実験を行って調べる。 

「水は，温度が変わると体積が変わるのだろう

か」という問題を見いだして，根拠や理由を示し

ながら自分の予想を説明できる。また，実験結果

を分かりやすく説明できる。 （構想表②③⑥） 

準備物 

□ドライヤー □風船を付けた500mLペットボトル（空・水入り） □試験管 □湯（30～40℃） □氷水（０～４℃）  

□ゴム栓付きガラス管 □発泡ポリスチレンのカップ □定規 □ストップウォッチ □油性ペン □ワークシート  

本時の学習活動 
◎ 児童の気付きを促す教師の働き掛け  

※ 指導上の留意点     

０分Ⅰ 右図のようなペッ       

トボトル内の空気を

温める演示実験Ａを

見て，既習事項を振

り返る。 

 

※ 演示実験Ａを見せることで，「空気は，温め

られると体積が大きくなる」ということを思い

出させて，演示実験Ｂの結果を予想する際の参

考にさせる。 

 

 

３分Ⅱ 下図のような，風船とペットボトルに水

を入れて温める演示実験Ｂを見て，水の体

積変化について，問題を見いだす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 風船に，できるだけ空気が入らないように水

を入れて，ペットボトルに取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

水 水 

膨らまな

いように

見える。 

空気と違って，水は温

めても 体積 が変 わ ら

ないのではないか。 

空気と同じように，温め

ると風船が膨らむ。 

温めても風船は膨らま

ない。 

水は，温められたり冷やされたりすると，体積が変わるのだろうか。 
問題 

空

気 

少しは膨らんでいるの

ではないか。 

 

◎ 水の温度と体積の関係について，自分の

考えを持たせるために，演示実験Ｂを行い，

風船とペットボトルに水を入れて温めたと

きの様子を見せる。     （構想表オ）

  

演示実験Ａ 

演示実験Ｂ 

〈授業案〉 

発問 風船とペットボトルに水を入れてドライヤーで温めると，風船はどうなるでしょう。



－ 理科教育 授業案49 － 

 

10分Ⅲ 問題について予想する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25分Ⅳ 水を入れた試験管を湯と氷水に入れて

体積変化を調べる実験を行い，結果を表に

記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ １ ）班 

カップ内の温度 湯 約35℃ 氷水 約２℃ 

水面のいちの変化 上に５mm 下に４mm 

 

 

※ 空気のときと同じ器具で実験を行って，表に

記録すればよいことを確認する。 

 

※ 水は，空気との境目がはっきりしているの

で，ゼリーを使う必要がないことを確認する。 

 

※ 水は４℃で体積が最も小さくなる。難易度が

高く，本単元では扱わないので，左図の２種類

にする。 

 

 

 

 

 

※ 空気の実験で記入方法を確認しているので，

表の「水面のいちの変化」は空欄にして，児童

に書かせる。 

38分Ⅴ 調べた結果を伝え合う。 

 

 

 

 

43分Ⅵ 本時の学習を振り返り，次時の学習に見

45分 通しを持つ。 

※ 次時は，実験結果を基に考察をまとめること

を確認する。 

水は，温められたり冷やされた

りしても，体積が変わらない。 

なぜなら，ペットボトルに

水を入れて温めても，風船

が膨らまなかったから。 

なぜなら，空気はおすと体

積が小さくなるけど，水は

おしても体積が変わらな

いから。 

水は，温められたり冷やされたり

すると，体積が変わる。 

なぜなら，実験Ｂでは水

があまり温まっていない

ので，温度を上げれば体

積が大きくなると思うか

ら。 

なぜなら，空気は温度が

変化すると，体積が変わ

ったから，水も温度を大

きく変化させれば，体積

が変わると思うから。 

35℃のお湯で温めた

ら，水面が上に５ 動

いた。 

２℃の氷水で冷やした

ら，水面が下に４ 動

いた。 

◎ 根拠や理由のある予想を発想させるため

に，演示実験を通して気付いたことや，既

習の内容，生活経験等を基に考えさせる指

示を行う。         （構想表ク）

  

  

定規 

湯 氷水 

水
を
入
れ
た
試
験
管 

水面（印） 

◎ 実験結果を的確に捉えさせ，考えやすく

させるために，ノートに貼れるサイズの表

を配布して記録させる。  （構想表セ） 

(指示) ノートに書いたことを友達と伝え合いましょう。 

(指示)  実験の様子やこれまでに学んだこと，経験したことを思い出して，問題の予想と，

なぜそう思ったのかをノートに書きましょう。 

★本時で目指す児童の姿に迫る活動 

【表と記入例】（ノートに貼れるサイズのワークシート） 



－ 理科教育 授業案50 － 

第４学年   

「水の温度が変わったときの体積変化についてまとめよう」 

                                   ５/30時 

 

本時のねらい 本時で目指す児童の姿 

実験結果を基にして考察をまとめ，水は温度が

高くなると体積が大きくなり，温度が低くなると

体積が小さくなることを理解する。 

 水は温度が高くなると体積が大きくなり，温度

が低くなると体積が小さくなることを，実験結果

を根拠や理由として説明できる。（構想表⑦⑧） 

準備物 

□手作り温度計 □棒温度計 □色水 □発泡ポリスチレンのカップ □試験管 □湯または氷水 

□ゴム栓付きガラス管（直径４mm） □ペン 

本時の学習活動 
◎ 児童の気付きを促す教師の働き掛け  

※ 指導上の留意点     

０分Ⅰ 前時に調べた問題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３分Ⅱ 実験結果を基に，問題について考察す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 水の体積変化が，空気よりずっと小さいこと

に気付かせるために，空気の実験結果を記入し

た表と，水の実験結果を記入した表を見比べさ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水の体積の変化は，空

気と比べてずっと小さ

い。 

空気と比べて，水面の

動いた距離はとても短

かった。 

  

水は，温められると体

積が大きくなる。 

水を温めたら，水面が

上に動いた。 

水を冷やしたら，水面

が下に動いた。 

水は，冷やされると体

積が小さくなる。 

水は，温められたり冷やされたりすると，体積が変わるのだろうか。 
問題 

  
(指示)  実験の結果を理由にして，問題について考えたことをノートに書きましょう。 

◎ 妥当性の高い考えを持たせるために，水の

温度変化と体積変化の関係について，考えを

伝えさせ，話合いをさせる。 （構想表タ） 

★本時で目指す児童の姿に迫る活動 

〈授業案〉 

(指示)  ノートに書いた自分の考えを友達に伝え，話し合いましょう。 



－ 理科教育 授業案51 － 

 

20分Ⅲ 水の温度変化と体積変化の関係につい

て，まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25分Ⅳ 手作り温度計を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 棒温度計には，赤く着色した灯油や，水銀等

が入っていることを伝え，温度によってそれら

の体積が変わる性質を利用していることに気

付かせる。 

 

※ 水銀は毒性があるため，水銀温度計を使用す

る場合は，割れないように注意させる。 

 

※ 温度変化によるガラス管内の水面の移動距

離が大きくなるように，細いガラス管（直径４

mm程度）を使う。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 試験管を湯や氷水にしばらく入れさせ，湯や

氷水の温度と，色水の温度を同じにした状態で，

目盛りを記入させる。 

 

 

 

 

 

※ 児童の発言を基に，自分たちが見いだした水

の性質が利用できたことを実感させる。 

43分Ⅴ 本時の学習を振り返る。 

 

45分  

 

棒温度計 

色水 
湯または氷水 

（温度を変える） 

紙 

体験活動 

ゴム栓付き

ガラス管 

  

〈作り方〉 

①いろいろな温度の水（湯や氷水）に試験管を入

れる。 

②色水の水面の位置に，それぞれの温度の目盛り

を記入する。 

(指示)  水を使って，温度計を作ってみましょう。 

ペン 

発泡ポリスチレンの 

カップ 

  水は，温められると，体積が大きくなる。 

  水は，冷やされると，体積が小さくなる。 

  温度による水の体積の変わり方は，空気の体積の変わり方に比べて，ずっと小さい。

まとめ 

調べる物の温度によって，色水の体積が

変わるから。 

(指示)  手作り温度計でお湯（氷水）等の温度を調べることができるのはなぜかを説明し

ましょう。 
  

◎ 水の体積と温度の関係が実際の生活で役立

つことに気付かせるために，温度計作りをさ

せる。           （構想表ツ） 



－ 理科教育 授業案52 －  

〈単元指導計画〉 

 

第 4 学年 

単元名『金属，水，空気と温度』 

（全 30 時間） 

時 主な学習活動 

◆ 第４次 熱した水 

９ 水を熱したときの様子について考えよう 

10 
11 

水を熱したときの様子について調べよう 

12 湯気の正体について考え，調べよう 

13 
14 

水の中から出てくる泡の正体について考え，調べよう 

15 水を熱したときの様子についてまとめよう 

◆ 第５次 冷やした水 

16 
17 

 水を冷やしたときの様子について考え，調べよう 

18  温度による水の変化の様子についてまとめよう 

◆ 第６次 金属の温まり方 

19  金属の温まり方について考えよう 

20 
21 

 金属の温まり方について調べよう 

22  金属の温まり方についてまとめよう 

◆ 第７次 水の温まり方 

23 
24 

水の温まり方について考え，調べよう 

25 
26 

温められた水の動き方について考え，調べよう 

27 水の温まり方についてまとめよう 

◆ 第８次 空気の温まり方 

28 
29 

空気の温まり方について考え，調べよう 

30 金属，水，空気の温まり方についてまとめよう 

第４次～第８次（第１次～第３次は，授業案41ページに記載） 


